
血
字
経
の
淵
源
と
意
義

村
田
　
み
お

前
言

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
六
朝
惰
唐
期
の
寓
本
と
い
う
書
物
の
形
態
に
注
目
し
て
、
佛
典
書
慕
が
持
つ
思
想
的
意
義
を
考
察
し
て
お
り
、
ま
ず

「
六

朝
惰
唐
期
の
佛
典
書
鴬
を
め
ぐ
る
思
想
的
考
察
」
、
で
は
、
大
乗
経
典
に
お
け
る
書
寓
の
修
行
・
功
徳
と
い
う
位
置
づ
け
を
確
認
し

た
上
で
、
六
朝
惰
唐
期
に
展
開
し
た
書
鴬
の
功
徳
と
経
巻
に
ま
つ
わ
る
奇
跡
と
救
濟
の
物
語
を
分
析
し
、
経
巻
を
神
聖
視
す
る
信
仰
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1

っ

た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
績
い
て
「
金
経
的
淵
源
以
及
意
義
　
　
以
梁
武
帝
與
慧
思
爲
中
心
」
（
で
は
、
金
字
経
作
成
の
開
始
時
期

を
考
讃
し
た
上
で
、
経
典
と
所
有
者
に
相
雁
し
い
装
飾
、
経
典
中
の
物
語
の
再
現
、
及
び
永
久
不
滅
の
象
徴
と
い
う
金
字
経
に
込
め
ら
れ

た

意
義
を
解
明
し
た
。

　
既

に
考
察
し
た
金
字
経
以
外
に
も
う
一
つ
、
墨
と
は
異
な
る
素
材
で
書
鴬
さ
れ
た
経
巻
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
今
回
論
じ
る
血
液
で
書

　
　
　
　
　
　
　
　
幻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽

鳴
し
た
経
春
で
あ
る
，
。
以
下
こ
れ
を
血
字
経
と
呼
ぶ
。
先
行
研
究
と
し
て
は
、
平
野
顯
照
「
刺
血
鴬
経
に
つ
い
て
」
（
一
九
七
七
）
、
、

諏
訪

義
純
‡
の
皮
を
剥
い
て
塗
を
え
が
く
L
小
考
」
（
一
九
九
〇
三
ジ
・
ン
゜
キ
ー
シ
三
・
ク
（
』
°
＃
乞
゜
°
・
°
巨
を
〃
u
。
ξ
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ア

∈
「
三
コ
σ
q
言
〇
三
コ
撃
6
巳
ロ
仁
合
ゴ
一
切
∋
”
　
（
二
〇
〇
〇
）
（
、
船
山
徹
「
捨
身
の
思
想
i
六
朝
佛
教
史
の
一
断
面
ー
」
（
二
〇
〇
二
）
（
が
畢
げ
ら

れ

る
。
諏
訪
論
文
は
日
本
を
考
察
封
象
と
し
た
小
篇
、
船
山
論
文
は
捨
身
の
研
究
の
一
部
分
と
し
て
血
字
経
に
言
及
す
る
の
み
で
あ
り
、

中
國
の
血
字
経
に
つ
い
て
の
専
論
は
平
野
氏
、
キ
ー
シ
ュ
ニ
ッ
ク
氏
の
二
篇
で
あ
る
。
特
に
キ
ー
シ
ュ
ニ
ッ
ク
論
文
は
、
経
典
中
の
出
典

を
細
か
く
翠
げ
、
六
朝
か
ら
明
代
ま
で
の
史
料
を
幅
廣
く
集
め
、
血
字
経
が
中
國
で
實
践
さ
れ
た
背
景
を
功
徳
、
苦
行
、
孝
に
基
づ
く
追

福
、
血
盟
と
い
っ
た
黙
か
ら
考
察
し
、
最
も
行
き
届
い
た
論
考
と
言
え
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
つ
つ
、
典
擦
と
な
っ
た
経
論
の

位
置
づ

け
と
中
國
傳
統
思
想
と
の
關
連
に
つ
い
て
、
一
歩
深
め
た
考
察
を
行
う
。

出
典
と
な
る
経
論

　
血

字
経
作
成
が
経
論
中
の
文
言
に
基
づ
く
こ
と
は
、
先
行
研
究
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
が
出
典
に
畢
げ
る
経
論
は

ま
ち
ま
ち
で
、
ま
た
遺
漏
も
あ
る
た
め
、
ま
ず
補
足
と
整
理
を
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
に
先
行
研
究
で
畢
げ
ら
れ
た
経
論
は
次
の
通

　
　
　
　
別

り
で
あ
る
〔
。

　
　
北
涼
曇
無
識
謹

『
大
般
浬
繋
経
』
春
十
四
聖
行
品
（
大
正
一
二
、
四
四
九
上
、
南
本
六
九
一
中
）

　
　
『
梵
網

経
』
舎
下
（
大
正
二
四
δ
〇
九
上
）
⑨

　
　北
魏竃
護
『
賢
愚
経
』
竺
梵
天
請
法
六
事
品
（
杢
四
・
三
五
革
）
…

　
　失
課

『
菩
薩
本
行
経
』
巻
下
（
大
正
三
↓
一
九
中
）
…
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唐
般藷
『
大
方
廣
佛
華
嚴
経
』
春
四
＋
入
不
思
議
解
脱
境
界
普
賢
行
願
品
（
大
三
〇
、
八
四
五
下
）
、

　　

挑
秦
鳩
摩
羅綾
『
大
智
度
論
』
巻
＋
六
繹
初
品
中
毘
梨
耶
波
蟹
義
（
大
正
二
五
・
毛
八
下
㌦

　
　
『
大
智
度
論
』
巻
四
＋
九
嚢
趣
。
三
大
正
一
五
・
四
三
上
）
⑭

　
そ
の
他
、
筆
者
の
調
べ
に
よ
れ
ば
以
下
の
二
箇
所
に
も
同
様
の
文
言
が
見
え
る
。

　　
『
大
智
度
論
』
巻
二
＋
八
初
品
中
欲
住
六
神
轟
論
（
大
正
二
五
・
三
ハ
七
下
）
個

　
　挑
秦
鳩
轟
藷
『
隻
切
福
徳
三
昧
経
』
巻
中
（
大
正
三
・
九
九
五
下
㌦

　
で
は
以
上
の

中
か
ら
『
大
般
浬
磐
経
』
（
以
下
『
浬
藥
経
』
と
略
す
）
を
例
と
し
、
出
典
と
な
っ
た
文
言
の
内
容
と
基
本
的
意
義
を
確

認
し
て
お
こ
う
〔
。

　
　

『
大
般
浬
磐
経
』
巻
十
四
聖
行
品
（
大
正
一
二
、
四
四
九
上
、
南
本
六
九
一
中
）

　
　
迦
葉
菩
薩
白
佛
言
、
…
…
世
尊
。
我
於
今
者
實
能
堪
忍
剥
皮
爲
紙
、
刺
血
爲
墨
、
以
髄
爲
水
、
折
骨
爲
筆
、
書
爲
如
是
大
浬
繋
経
。

　
　
書
已
讃
調
、
令
其
通
利
、
然
後
爲
人
廣
説
其
義
。

　
　
迦
葉
菩
薩
は
佛
に
白
し
て
言
へ
ら
く
、
…
…
世
尊
。
我
は
今
者
に
於
い
て
實
に
能
く
堪
忍
し
て
皮
を
剥
き
て
紙
と
爲
し
、
血
を
刺
し

　
　
て

墨

と
爲
し
、
髄
を
以
て
水
と
爲
し
、
骨
を
折
り
て
筆
と
爲
し
、
是
の
如
き
大
浬
藥
経
を
書
烏
す
。
書
き
已
り
て
讃
諦
し
、
其
れ
を

　
　
し
て
通
利
せ
し
め
、
然
る
後
に
人
の
爲
に
其
の
義
を
廣
説
す
。

　

「
刺

血
」
は
便
宜
上
「
血
を
刺
し
」
と
訓
じ
る
が
、
「
刺
し
て
血
を
出
し
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
皮
を
紙
に
、
血
を
墨
と
し
、
骨
髄

を
水
と
し
て
、
骨
の
筆
に
よ
っ
て
『
浬
藥
経
』
を
書
鴬
す
る
。
血
以
外
の
身
艘
各
部
を
も
用
い
る
爲
経
は
、
血
字
経
よ
り
も
む
し
ろ
人
髄

鴬
経
と
呼
ぶ
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
『
浬
繋
経
』
の
一
文
と
『
梵
網
経
』
の
當
該
箇
所
は
文
言
が
完
全
に
一
致
し
、
五
世
紀
後
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中
國
撰
述
の
『
梵
網
経
』
が
『
浬
築
経
』
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
『
浬
繋
経
』
、
『
梵
網
経
』
以
外
の
経
論

で

は
、
表
現
が
僅
か
に
相
違
す
る
の
に
加
え
、
「
以
髄
爲
水
」
の
句
が
無
く
、
皮
、
血
、
骨
の
三
種
の
み
學
げ
ら
れ
る
黙
が
異
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
肉
艘
を
用
い
た
篤
経
が
説
か
れ
る
背
景
に
は
、
書
篤
の
功
徳
に
加
え
て
、
苦
行
と
捨
身
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
大
乗
佛

教
に

お
い

て
、
経
典
を
書
篤
し
て
教
え
を
廣
め
る
こ
と
に
大
き
な
功
徳
が
認
め
ら
れ
、
重
要
な
修
行
と
し
て
稻
揚
さ
れ
た
こ
と
は
、
拙
稿

「
六

朝
惰
唐
期
の
佛
典
書
篤
を
め
ぐ
る
思
想
的
考
察
」
で
詳
論
し
た
。
こ
れ
は
大
乗
の
基
本
的
通
念
で
あ
り
、
墨
に
よ
る
鴬
経
と
同
様
、

血

字
経
に
も
書
爲
の
功
徳
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
自
分
か
ら
進
ん
で
肉
髄
を
傷
つ
け
、
痛
み
を
耐
え
つ
つ
貴
い
経
典
を
書
爲
す
る
こ
と

は
、
す
な
わ
ち
一
面
で
は
苦
痛
に
耐
え
る
修
行
で
あ
り
、
ま
た
一
面
で
は
肉
聰
、
ひ
い
て
は
生
命
を
捧
げ
る
自
己
犠
牲
で
あ
る
。
書
鴬
の

功
徳
、
及
び
苦
行
と
捨
身
は
、
経
典
自
艘
の
文
脈
に
込
め
ら
れ
た
基
本
的
な
意
義
で
あ
り
、
中
國
で
の
血
字
経
作
成
に
も
同
様
に
當
て
は

ま
る
。

　

こ
の
よ
う
な
意
義
を
帯
び
た
血
字
経
が
中
國
で
作
ら
れ
始
め
た
時
期
を
文
献
に
徴
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
南
朝
梁
武
帝
期
で
あ
る
。

　
　

『南
史
』
梁
武
帝
本
紀

　
　
人
人

讃
善
、
莫
不
從
風
、
或
刺
血
漉
地
、
或
刺
血
書
経
、
穿
心
然
燈
、
坐
輝
不
食
。

　
　
人
人

讃
へ
て
善
し
と
し
、
風
に
從
は
ざ
る
莫
く
、
或
ひ
は
血
を
刺
し
て
地
を
濯
ぎ
、
或
ひ
は
血
を
刺
し
て
経
を
書
き
、
心
を
穿
ち
て

　
　

燈
を
然
や
し
、
坐
縄
し
て
食
は
ず
。

　
　

『績
高
僧
傳
』
巷
十
五
義
解
篇
論
（
大
正
五
〇
、
五
四
八
中
）

　
　
太
宗
簡
文
在
昔
東
府
、
委
心
妙
法
、
遍
覧
玄
章
、
志
掃
般
若
、
刺
心
血
而
書
十
部
。

　
　
太
宗
簡
文
は
在
昔
は
東
府
、
心
を
妙
法
に
委
ね
、
遍
く
玄
章
を
覧
、
志
は
般
若
に
婦
し
、
心
血
を
刺
し
て
十
部
を
書
く
。
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『南
史
』
梁
武
帝
本
紀
の
記
事
は
、
中
大
同
元
年
（
五
四
六
）
同
泰
寺
で
火
災
が
起
こ
っ
た
後
に
武
帝
が
法
事
を
行
う
と
述
べ
た
際
、

武
帝
周
邊
の
人
々
の
し
た
こ
と
を
傳
え
る
も
の
で
、
平
野
、
諏
訪
雨
氏
も
文
献
上
最
も
早
い
事
跡
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
た
だ
し
『
南

史
』
の
こ
の
血
字
経
作
成
を
含
む
一
段
は
『
梁
書
』
に
は
見
え
な
い
上
、
前
後
に
績
く
四
句
の
表
現
が
定
型
的
に
過
ぎ
る
た
め
、
修
辞
上

の
潤
色

と
の
疑
念
が
あ
る
。
し
か
し
次
に
皐
げ
た
『
績
高
僧
傳
』
義
解
篇
論
に
は
、
粛
綱
皇
太
子
時
代
、
す
な
わ
ち
武
帝
期
の
事
跡
と
し

て
、
薫
綱
自
身
に
よ
る
血
字
経
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
。
と
も
に
初
唐
の
文
献
で
は
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
記
録
に
よ
っ
て
梁
武
帝
期
に

は

既
に

行
わ

れ
て

い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
僧
傳
や
正
史
等
に
徴
す
る
限
り
、
経
典
に
文
字
通
り
從
っ
て
皮
や
骨
ま
で
使
う
例
は
見
え
ず
、
血
で
書
爲
す
る
例
ば
か
り
で
あ
る
。
さ

ら
に
言
え
ば
實
際
に
は
血
を
墨
に
混
ぜ
て
用
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、
。
し
か
し
出
血
の
み
で
あ
っ
て
も
痛
み
と
自
己
犠
牲
を
伴

う
と
い
う
基
本
的
意
義
に
饗
わ
り
は
な
く
、
経
典
の
記
述
に
沿
い
つ
つ
實
行
可
能
な
範
園
内
で
行
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
血
で
も

っ

て

書
爲
さ
れ
た
経
巻
は
、
書
爲
者
の
肉
髄
の
一
部
を
用
い
る
鮎
で
、
他
の
爲
本
と
は
一
線
を
書
す
る
存
在
で
あ
り
、
且
つ
、
通
常
の
爲

経
に

比
す

る
と
、
實
際
に
行
う
者
は
や
は
り
決
し
て
多
く
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
從
っ
て
稀
少
性
と
と
も
に
書
寓
者
の
篤
信
を
讃
明
す

る
も
の
と
し
て
、
特
に
珍
重
と
尊
崇
を
受
け
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

・ 19い

二
　
從
來
の

出
典
の
位
置
づ
け

上
で
血
字
経

を
説
く
経
論
を
列
畢
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
、
中
國
で
血
字
経
を
作
成
す
る
に
際
し
て
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
の
は
ど



れ
だ

ろ
う
。
平
野
、
諏
訪
、
船
山
の
三
氏
は
出
典
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
特
段
の
見
解
を
述
べ
て
い
な
い
が
、

キ

ー
シ
ュ
ニ
ッ
ク
論
文
で
は
出
典
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
キ

ー
シ
ュ
ニ
ッ
ク
氏
は
ま
ず
第
一
の
出
典
と
し
て
唐
般
若
課
『
大
方
廣
佛
華
嚴
経
』
（
所
謂
『
四
十
華
嚴
』
）
の
巻
四
十
を
翠
げ
、
『
華

嚴

経
』
が
し
ば
し
ば
血
で
書
篶
さ
れ
た
の
は
経
中
の
こ
の
一
節
に
獲
す
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
『
四
十
華
嚴
』
は
他
の
経
論
に
比

す

る
と
か
な
り
時
代
を
下
り
、
八
世
紀
末
頃
の
翻
課
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
血
字
経
に
つ
い
て
出
典
と
な
り
得
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ

る
。
早
く
も
梁
武
帝
期
か
ら
行
わ
れ
た
以
上
、
六
朝
期
翻
課
の
他
の
経
論
に
ル
ー
ツ
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
キ
ー
シ
ュ
ニ
ッ
ク
氏

は

『
梵
網
経
』
を
、
『
華
嚴
経
』
に
次
い
で
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
経
典
と
位
置
づ
け
る
。
他
の
先
行
研
究
も
や
は
り
皆
『
梵
網

経
』
を
翠
げ
て
お
り
、
そ
の
影
響
力
は
諸
氏
が
土
ハ
通
し
て
認
め
る
所
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
『
梵
網
経
』
は
『
浬
築
経
』

に

基
づ

き
、
遡
れ
ば
『
浬
梁
経
』
の
方
が
根
源
で
あ
る
。
し
か
し
『
梵
網
経
』
は
所
謂
儒
経
と
は
見
な
さ
れ
ず
に
鳩
摩
羅
什
課
と
し
て
傳

承

さ
れ
、
菩
薩
戒
の
文
献
と
し
て
浸
透
し
、
幅
廣
く
受
容
さ
れ
た
。
『
梵
網
経
』
が
廣
範
に
受
容
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
諸
氏
が
揃
っ
て
出

典
に

畢
げ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
キ
ー
シ
ュ
ニ
ッ
ク
氏
の
位
置
づ
け
も
こ
の
鮎
に
依
擦
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
黙
に
立
つ
な
ら

ば
、
『
浬
繋
経
』
及
び
他
の
経
論
と
比
較
し
た
場
合
、
實
質
的
に
は
『
梵
網
経
』
が
影
響
力
の
面
で
勝
る
と
見
な
す
の
は
、
一
つ
の
自
然

な
結
論
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　

『
梵
網

経
』
は
幅
廣
く
依
用
さ
れ
た
菩
薩
戒
で
あ
り
、
依
用
す
る
者
へ
の
強
制
力
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
筆
者
も
そ
の
影
響
力
が

大

で

あ
る
の
は
認
め
る
に
吝
か
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で
一
つ
疑
問
が
あ
る
。
上
の
よ
う
な
流
布
の
多
寡
に
基
づ
く
判
断
は
、

果
た

し
て
常
に
妥
當
な
の
だ
ろ
う
か
。
極
論
す
れ
ば
、
最
も
廣
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
文
献
が
最
も
影
響
力
の
あ
る
文
厭
だ
、
と
い
う
こ
と

に

な
る
の
だ
ろ
う
か
。
影
響
力
の
大
小
を
判
断
す
る
際
、
そ
の
文
献
が
受
容
さ
れ
た
範
團
は
も
ち
ろ
ん
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
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流
布
の
範
園
の
廣
さ
は
、
必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
影
響
力
の
大
き
さ
に
等
し
い
わ
け
で
は
な
く
、
蓋
然
性
の
上
で
有
力
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

ま
た
こ
れ
は
飽
く
ま
で
そ
の
文
献
全
艘
が
持
つ
影
響
力
で
あ
っ
て
、
文
献
中
の
一
部
分
に
つ
い
て
も
同
様
と
考
え
て
よ
い
の
か
。

　
こ
の
よ
う
な
疑
問
か
ら
出
襲
し
て
上
掲
の
諸
経
論
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
と
、
先
行
研
究
で
は
今
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
あ

る
特
徴
が
浮
か
ん
で
く
る
。
そ
れ
は
、
『
浬
繋
経
』
、
『
梵
網
経
』
、
『
四
十
華
嚴
』
以
外
の
経
論
は
、
全
て
類
似
の
筋
書
の
本
生
謹
だ
と
い

う
黙
で
あ
る
。

三
　
本
生
謹
の
重
要
性

　
『
浬
藥
経
』
、
『
梵
網
経
』
、
『
四
十
華
嚴
』
以
外
、
す
な
わ
ち
『
大
智
度
論
』
の
三
箇
所
、
『
菩
薩
本
行
経
』
、
『
賢
愚
経
』
、
『
集
一
切
福

徳
三
昧
経
』
で
は
全
て
、
類
似
の
筋
書
の
本
生
諄
の
中
で
血
字
経
が
説
か
れ
て
い
る
，
。
『
大
智
度
論
』
で
は
愛
法
、
樂
法
、
『
菩
薩
本
行

経
』
、
『
賢
愚
経
』
で
は
ウ
ッ
タ
ラ
仙
人
（
優
多
梨
、
欝
多
羅
）
、
『
集
一
切
福
徳
三
昧
経
』
で
は
最
勝
仙
人
と
い
う
よ
う
に
名
前
が
異
な
り
、

物

語
の

細
部
は
繁
簡
様
々
で
は
あ
る
が
、
全
艘
の
流
れ
は
非
常
に
よ
く
似
て
お
り
、
血
字
経
に
つ
い
て
の
一
文
は
前
述
の
よ
う
に
僅
か
な

違
い
し
か
見
ら
れ
な
い
。

　
上
掲
の
経
論
に
共
通
の
粗
筋
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
で
あ
る
。
佛
法
を
求
め
る
仙
人
（
梵
志
、
菩
薩
）
が
一
人
の
婆
羅
門
に
出
會
う
。

正

し
き
法
を
知
っ
て
い
る
そ
の
婆
羅
門
は
、
も
し
佛
の
偏
を
聴
き
た
け
れ
ば
、
皮
を
紙
に
、
骨
を
筆
に
、
血
を
墨
と
し
て
書
蔦
せ
よ
、
さ

す
れ
ば

説
い
て
聴
か
せ
よ
う
、
と
彼
に
告
げ
る
。
そ
こ
で
彼
は
婆
羅
門
の
言
葉
に
從
っ
て
、
皮
、
骨
、
血
で
も
っ
て
偏
を
書
き
取
る
。
『
大

．
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智
度
論
』
巻
四
十
九
、
『
集
↓
切
福
徳
三
昧
経
』
で
は
、
婆
羅
門
は
悪
魔
が
愛
身
し
た
者
、
又
は
悪
魔
そ
の
も
の
で
、
彼
が
本
當
に
血
等

で
書
爲
し
た
途
端
、
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。

　
さ
て
、
中
國
に
傳
わ
る
以
前
に
こ
れ
ら
の
諸
経
論
中
の
物
語
が
如
何
に
形
成
、
傳
承
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
の
も
一
つ
の
検
討
す
べ
き

問
題
で
あ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
遡
る
こ
と
を
控
え
、
漢
課
後
に
如
何
に
受
容
さ
れ
た
か
と
い
う
観
鮎
か
ら
論
を
進
め
よ
う
。
第

一
節
で
既
に
引
用
し
た
『
南
史
』
梁
武
帝
本
紀
を
思
い
返
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
「
或
い
は
血
を
刺
し
て
地
を
漉
ぎ
、
或
い
は
血
を
刺
し

て

経

を
書
く
」
と
い
う
よ
う
に
、
血
字
経
は
「
刺
血
漉
地
」
と
封
に
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
「
刺
血
漉
地
」
と
は
、
各
種
の
般
若
経
で
説
か

れ

る
本
生
謹
に
由
來
し
て
お
り
、
稗
迦
の
前
世
で
あ
る
薩
陀
波
需
（
サ
ダ
ー
プ
ラ
ル
デ
イ
タ
）
と
、
彼
の
師
と
な
る
曇
無
端
（
ダ
ル
モ
ー

ド
ガ
タ
）
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
基
づ
く
。
鳩
摩
羅
什
課
『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』
に
よ
っ
て
そ
の
場
面
を
見
て
お
こ
う
。

　
　
鳩
摩
羅
什
謹
『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
二
十
七
法
尚
品
（
大
正
八
、
四
二
二
下
）

　
　
薩
陀
波
奇
菩
薩
敷
座
已
、
求
水
濯
地
、
而
不
能
得
。
所
以
者
何
。
悪
魔
隠
蔽
、
令
水
不
現
。
…
…
爾
時
薩
陀
波
奇
菩
薩
作
是
念
、
我

　
　
當
自
刺
其
身
、
以
血
漉
地
、
令
無
塵
土
來
室
大
師
。
我
何
用
此
身
、
此
身
必
當
破
壊
。
我
從
無
始
生
死
以
來
、
敷
敷
喪
身
、
未
曾
爲

　
　
法
。
即
以
利
刀
自
刺
、
出
血
漉
地
。

　
　
薩
陀
波
喬
菩
薩
は
座
を
敷
き
已
り
、
水
を
求
め
て
地
を
漉
が
ん
と
す
る
も
、
得
る
能
は
ず
。
所
以
な
る
者
は
何
か
。
悪
魔
は
隠
蔽
し

　
　
て
、
水
を
し
て
現
れ
ざ
ら
し
む
。
…
…
爾
の
時
薩
陀
波
奇
菩
薩
は
是
の
念
を
作
す
、
我
當
に
自
ら
其
の
身
を
刺
し
、
血
を
以
て
地
を

　
　
漉
ぎ
、
塵
土
の
來
り
て
大
師
に
盆
す
る
こ
と
無
か
ら
し
む
べ
し
。
我
何
ぞ
此
の
身
を
用
ゐ
ん
、
此
の
身
は
必
ず
當
に
破
壊
す
べ
し
。

　
　
我
は

無
始
の
生
死
自
り
以
來
、
敷
敷
身
を
喪
ふ
も
、
未
だ
曾
て
法
の
爲
な
ら
ず
。
即
ち
利
刀
を
以
て
自
ら
刺
し
、
血
を
出
し
て
地
を

　
　
漉
ぐ
。
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こ
の
血
に
よ
る
浮
め
の
シ
ー
ン
は
物
語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
あ
る
。
長
い
求
法
の
旅
と
修
行
の
末
に
、
薩
陀
波
奇
は
や
っ
と
曇
無
端

か

ら
般
若
波
羅
蜜
を
説
き
聞
か
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
、
説
法
の
場
を
水
で
浮
め
よ
う
と
す
る
が
、
悪
魔
に
水
を
隠
さ
れ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
彼
は
己
が
身
を
刀
で
刺
し
、
血
を
注
い
で
洗
い
浮
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
前
半
の
求
法
の
旅
の
途
上
に
お
い
て
、
身
を

切

り
裂
い
て
心
臓
、
血
液
、
骨
髄
を
人
に
與
え
よ
う
と
す
る
場
面
が
あ
る
、
。

　
こ
の
よ
う
に
稗
迦
の
前
世
で
あ
る
薩
陀
波
需
と
い
う
菩
薩
は
、
自
分
か
ら
進
ん
で
痛
み
に
耐
え
つ
つ
贈
を
傷
つ
け
、
自
ら
の
肉
髄
を
他

者
に

施
す

と
い
う
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
『
南
史
』
で
こ
の
「
刺
血
漉
地
」
が
血
字
経
と
封
句
と
さ
れ
て
い
る
鮎
に
よ
っ
て
、
血
字
経
も

ま
た
鐸
迦
の
前
世
の
物
語
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
血
字
経
實
践
の
背
景
と
し
て
人
々
が
思
い
描
い

て

い
た

の

は
、
繹
迦
が
前
世
に
血
字
経
を
作
っ
た
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
す
な
わ
ち
換
言
す
れ
ば
、
『
梵
網
経
』
や
『
浬
繋
経
』

よ
り
も
、
他
の
本
生
謂
と
し
て
説
く
経
論
の
方
が
、
血
字
経
の
出
典
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
で

き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
以
下
の
二
例
に
よ
っ
て
さ
ら
に
明
瞭
に
な
る
。

　
　

『廣
弘
明
集
』
巻
十
九
梁
陸
雲
公
御
講
波
若
経
序
（
大
正
五
一
、
二
三
六
上
）

　
　
會
稽
鄭
縣
阿
育
王
寺
鐸
法
顯
、
修
習
苦
行
、
志
求
慧
解
。
既
等
欝
多
之
思
惟
、
亦
同
波
需
之
懇
到
。
逼
於
講
所
自
陳
願
力
、
刺
血
漉

　
　
地
、
用
表
至
誠
。
昔
剣
艘
供
養
、
析
骨
書
爲
、
蹄
依
正
法
、
匪
恪
身
命
。
以
今
望
古
、
信
非
虚
説
。

　
　
會
稽
鄭
縣
阿
育
王
寺

の

繹
法
顯

は
、
修
習
苦
行
し
、
志
に
慧
解
を
求
む
。
既
に
欝
多
の
思
惟
に
等
し
く
、
亦
た
波
喬
の
懇
到
に
同
じ
。

　
　
逼
ち
講
所
に
於
い
て
自
ら
願
力
を
陳
べ
、
血
を
刺
し
て
地
を
漉
ぎ
、
用
て
至
誠
を
表
す
。
土
日
暢
を
刷
り
て
供
養
し
、
骨
を
析
り
て
書

　
　
篤
し
、
正
法
に
掃
依
し
、
身
命
を
倍
む
に
匪
ず
。
今
を
以
て
古
を
望
め
ば
、
信
に
虚
説
に
非
ず
。

　
　

『績
高
僧
博
』
春
十
三
唐
蒲
州
仁
壽
寺
輝
海
順
傳
（
大
正
五
〇
、
五
二
五
上
）
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曾
刺
血
洒
塵
、
供
養
舎
利
、
兼
以
血
和
墨
、
書
七
佛
戒
経
。

　
　
曾
て

血

を
刺
し
て
塵
を
洒
ぎ
、
舎
利
を
供
養
し
、
兼
ね
て
血
を
以
て
墨
に
和
し
、
七
佛
戒
経
を
書
く
。

　
一
つ
目
は
梁
武
帝
の
『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』
の
講
義
に
つ
い
て
陸
雲
公
が
著
し
た
序
文
で
あ
り
、
阿
育
王
寺
の
鐸
法
顯
と
い
う
僧
が

薩
陀
波
器
に
倣
っ
て
「
刺
血
漉
地
」
し
た
事
跡
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
「
欝
多
」
と
「
波
奇
」
、
「
刷
艘
供
養
」
と
「
析
骨
書
寓
」

を
拉
列
し
て
お
り
、
「
波
需
」
、
「
捌
髄
供
養
」
は
も
ち
ろ
ん
薩
陀
波
需
を
指
す
。
そ
し
て
封
と
さ
れ
た
「
欝
多
」
、
「
析
骨
書
鴬
」
は
、
本

生
請

と
し
て
説
く
経
論
の
う
ち
、
名
前
を
「
欝
多
羅
」
と
表
記
す
る
『
賢
愚
経
』
に
基
づ
く
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
陸
雲
公
は
紛
れ
も
な

く
血
字
経
を
欝
多
羅
の
故
事
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
薩
陀
波
奇
と
欝
多
羅
の
二
人
を
、
出
血
に
よ
っ
て
自
身
の
肉
魑
を
捧
げ
た
菩
薩
と
し

て

稻
揚
し
て
い
る
の
で
あ
る
〔
。

　
さ
ら
に
、
血
に
よ
る
浄
め
と
血
字
経
の
雨
方
を
實
践
し
た
の
が
、
二
つ
目
に
撃
げ
た
『
績
高
僧
傳
』
の
惰
代
の
僧
で
あ
る
海
順
（
五
八

九
ー
六
一
八
）
の
事
跡
で
あ
る
。
何
故
彼
が
こ
の
二
つ
を
行
っ
た
の
か
を
考
え
る
な
ら
、
や
は
り
本
生
謹
を
念
頭
に
置
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

両
者
を
と
も
に
實
践
し
た
背
景
に
は
、
陸
雲
公
と
同
様
に
、
海
順
も
こ
の
二
つ
を
鐸
迦
の
前
世
で
の
行
爲
と
捉
え
、
そ
れ
に
倣
う
こ
と
で

自
ら
も
繹
迦
に
近
づ
こ
う
と
し
た
、
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
検
討
し
た
梁
代
及
び
惰
代
の
事
跡
に
よ
っ
て
、
血
字
経
が
作
ら
れ
始
め
た
六
朝
期
に
は
、
血
に
よ
る
爲
経
が
鐸
迦
の
本
生
謂
と

し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
、
。
す
な
わ
ち
出
典
の
重
要
性
と
い
う
観
貼
か
ら
言
い
換
え
れ
ば
、
血
字
経
の
出
典
と
し

て

は
、
依
擦
す
べ
き
経
典
と
し
て
廣
範
團
に
流
布
し
た
『
梵
網
経
』
や
『
浬
繋
経
』
の
み
な
ら
ず
、
『
賢
愚
経
』
等
の
本
生
謹
と
し
て
説

く
経
論
も
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
前
に
畢
げ
た
経
論
の
中
で
い
ず
れ
が
特
に
重
要
で
あ
っ
た
か
に

つ
い
て

は
、
俄
に
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
陸
雲
公
は
明
ら
か
に
『
賢
愚
経
』
に
基
づ
き
、
ま
た
『
績
高
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僧
傳
』
海
順
傳
の
「
以
血
和
墨
」
と
い
う
表
現
も
『
賢
愚
経
』
に
一
致
す
る
た
め
、
こ
の
経
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
實
で
あ
る
。

　
六

朝
期
に
お
い
て
、
血
に
よ
る
浄
め
以
外
の
部
分
で
も
、
薩
陀
波
畜
と
曇
無
端
の
物
語
は
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
拙
稿
「
金

経
的
淵
源
以
及
意
義
ー
以
梁
武
帝
與
慧
思
爲
中
心
」
で
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
梁
武
帝
に
よ
る
金
字
経
作
成
と
御
講
は
、
こ
の
物
語
に

登
場
す

る
曇
無
端
の
金
字
経
と
説
法
の
再
現
で
あ
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
慧
思
へ
と
縫
承
さ
れ
た
。
本
生
謹
の
中
で
物
語
ら
れ
る
鐸
迦
の
前

世
の
行
爲
は
彼
ら
を
強
く
惹
き
つ
け
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
同
じ
く
悟
り
へ
向
か
う
菩
薩
と
し
て
、
こ
の
物
語
を
倣
う
べ
き
模
範
と
し
た

の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
や
は
り
血
字
経
に
つ
い
て
も
本
生
諦
の
持
つ
影
響
力
は
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
血
字
経
作
成
の
場
合
も
、

本
生
諄

と
し
て
描
か
れ
た
物
語
を
な
ぞ
る
こ
と
が
目
的
の
一
つ
だ
っ
た
、
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
繹
迦
の
前
世
の
行
爲
を
模
倣
す
る
こ

と
に
は
、
自
分
の
現
在
の
生
を
悟
り
へ
至
る
途
上
に
位
置
づ
け
る
意
味
が
あ
る
。
自
分
の
現
在
の
生
が
繹
迦
の
前
世
に
相
當
す
る
な
ら
ば
、

自
ら
が
未
來
に
輪
廻
を
繰
り
返
し
て
い
く
先
に
も
、
や
は
り
繹
迦
と
同
じ
く
悟
り
が
待
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
本
生
課
を
眞
似
る
こ
と

に

よ
っ
て
、
鐸
迦
が
後
に
悟
り
を
開
い
た
よ
う
に
、
自
ら
も
輪
廻
の
過
程
の
先
で
い
つ
か
悟
り
に
辿
り
着
き
う
る
、
と
い
う
希
望
は
、
人

々

が

血
字
経

を
作
成
す
る
際
の
原
動
力
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
以
上

の

よ
う
に
、
血
字
経
の
出
典
と
し
て
は
、
先
行
研
究
で
は
『
梵
網
経
』
や
『
四
十
華
嚴
』
が
影
響
力
大
と
さ
れ
て
い
た
が
、
少
な

く
と
も
六
朝
惰
唐
期
に
お
い
て
は
、
本
生
謹
と
し
て
博
承
す
る
『
賢
愚
経
』
等
の
経
論
の
影
響
力
を
重
く
見
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、
経
論
の
中
に
ル
ー
ツ
を
探
っ
た
上
で
、
出
典
と
し
て
の
重
要
性
を
判
断
し
、
優
先
順
位
を
つ
け

る
際
に
は
、
各
々
の
文
献
が
持
つ
一
般
的
評
債
を
基
準
と
す
る
の
み
で
は
足
り
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
は
血
字
経
の
み
な

ら
ず
、
他
の
様
々
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
當
て
は
ま
り
得
る
だ
ろ
う
。
あ
る
文
献
が
廣
く
流
布
し
、
多
く
の
人
の
糠
り
所
と
な
っ
た
と
し
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て

も
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
に
、
そ
の
他
の
文
献
に
封
す
る
優
越
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
文
献
全
魑
の
影
響
力
は
確
か
に
大
き
く
と
も
、

そ

の
文
献
中
の
各
要
素
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
は
、
他
の
側
面
か
ら
の
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

四
　
中
國
傳
統
思
想
と
の
關
連
－
誠
意
と
孝
心
1

　
中
國
傳
統
思
想
と
の
關
連
に
つ
い
て
は
、
キ
ー
シ
ュ
ニ
ッ
ク
論
文
が
、
血
が
傳
統
的
に
誠
意
と
決
意
を
表
す
こ
と
、
及
び
、
血
字
経
が

孝

と
結
び
つ
き
追
善
鴬
経
と
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
既
に
指
摘
し
て
い
る
（
一
八
九
ー
一
九
三
頁
）
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
も
う
一
歩
議

論

を
深
め
る
た
め
、
軍
な
る
血
で
は
な
く
「
心
血
」
で
書
寓
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
と
、
追
善
と
し
て
血
字
経
が
作
ら
れ
た
背
景
に
あ
る
「
哀

殿
」
の
観
念
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
第
一
鮎
の
「
心
血
」
と
は
、
字
義
通
り
に
考
え
る
な
ら
ば
心
臓
の
血
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
實
際
に
は
恐
ら
く
心
臓
の
上
で
あ
る
胸

の

あ
た
り
を
傷
つ
け
て
と
っ
た
血
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
第
↓
節
で
見
た
『
績
高
僧
傳
』
の
請
綱
に
よ
る
血
字
経
の
記
事
に
「
心
血
を
刺
し

て

十
部
を
書
く
」
と
あ
っ
た
。
粛
綱
と
同
様
に
「
心
」
の
血
で
書
爲
し
た
例
と
し
て
、
や
や
後
の
惰
代
、
實
抗
の
弟
で
あ
る
實
瑳
が
、
父

母
の
た

め

に

『
法
華
経
』
と
『
金
剛
般
若
経
』
を
「
心
」
の
血
で
書
慕
し
た
こ
と
が
博
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　

『
弘
賛
法
華
傳
』
巻
十
階
司
空
陳
容
公
賢
抗
條
（
大
正
五
一
、
四
四
下
）

　
　
嚴
飾
道

場
、
躬
自
抄
爲
、
刺
心
取
血
、
用
以
爲
墨
。
斯
事
振
古
牢
僑
、
理
多
祥
瑞
。
而
瑳
謙
損
愼
密
、
不
許
外
傳
、
使
後
代
無
聞
。

　
　
惜
哉
。
其
経
絨
之
寳
藏
、
干
今
尚
在
。
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道
場
を
嚴
飾
し
、
躬
自
ら
抄
爲
し
、
心
を
刺
し
て
血
を
取
り
、
用
て
以
て
墨
と
爲
す
。
斯
の
事
古
振
り
儒
空
に
し
て
、
理
と
し
て
祥

　
　
瑞
多
し
。
而
し
て
瑳
は
謙
損
に
し
て
愼
密
、
外
傳
を
許
さ
ず
、
後
代
に
聞
ゆ
る
こ
と
無
か
ら
し
む
。
惜
し
い
か
な
。
其
の
経
絨
の
實

　
　
藏
、
今
に
子
い
て
尚
ほ
在
す
。

　
身
贈
の
他
の
部
位
で
は
な
く
、
特
に
「
心
血
」
が
選
ば
れ
た
背
景
に
は
、
心
臓
が
誠
意
を
表
す
と
い
う
博
統
的
観
念
が
存
在
す
る
。
心

臓
に

そ
の
人
物
の
本
心
が
表
れ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
そ
も
そ
も
次
の
村
王
と
比
干
の
逸
話
に
端
を
獲
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

『
史
記
』
股
本
紀

　
　
村
怒
日
、
吾
聞
聖
人
心
有
七
籔
。
剖
比
干
、
観
其
心
。

　
　
村
怒
り
て
曰
く
、
吾
れ
聖
人
の
心
に
七
籔
有
り
と
聞
く
、
と
。
比
干
を
剖
き
、
其
の
心
を
観
る
。

　
七

つ
の

穴
が
あ
る
か
否
か
を
確
か
め
る
の
に
言
寄
せ
て
、
肘
王
が
比
干
を
切
り
裂
い
た
と
い
う
こ
の
故
事
は
、
暴
君
の
残
虐
さ
を
傳
え

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
こ
れ
が
後
に
な
る
と
「
剖
心
」
と
熟
し
、
例
え
ば
『
三
國
志
』
魏
書
楊
阜
傳
「
君
は
其
れ
心
を
剖
き
て
以
て
國

命
に
順
へ
（
君
其
剖
心
以
順
國
命
）
」
、
『
梁
書
』
章
桀
傳
「
若
し
必
ず
疑
ひ
有
ら
ば
、
當
に
心
を
剖
き
て
相
ひ
示
す
べ
し
（
若
必
有
疑
、

當
剖
心
相
示
こ
の
よ
う
に
、
本
心
、
忠
誠
、
誠
意
を
表
す
言
葉
へ
と
愛
化
し
た
。
こ
の
よ
う
に
心
臓
が
眞
心
を
象
徴
す
る
と
い
う
観
念

が
淵
源
と
な
っ
て
、
血
字
経
作
成
の
中
に
「
心
血
」
と
い
う
要
素
が
組
み
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
苦
行
と
捨
身
と
い
う
血
字
経
の
基

本
的
な
意
味
に
加
え
て
、
自
ら
の
心
に
偏
り
無
き
こ
と
、
佛
法
へ
の
蹄
依
が
眞
心
に
授
す
る
こ
と
を
示
す
意
味
が
、
「
心
血
」
に
よ
る
経

典
書
鴬
の
事
蹟
に
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
第
二
黙
と
し
て
、
死
者
の
追
善
の
た
め
の
血
字
経
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
追
善
の
篤
経
は
、
祖
先
や
父
母
等
の
死
者
の
成
佛

を
願
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
通
常
の
墨
に
よ
る
追
善
爲
経
が
廣
く
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
璽
験
記
類
や
敦
燈
篶
本
の
願
文
に
明
ら
か
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な
事
實
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
般
に
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
中
で
、
特
に
追
善
と
し
て
の
血
字
経
が
作
成
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。

　

『
陳
書
』
始
興
王
叔
陵
の
傳
で
は
、
母
で
あ
る
彰
氏
の
喪
に
服
す
る
際
に
『
浬
藥
経
』
を
血
で
書
爲
す
る
と
自
稻
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

傳
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
儒
稻
に
過
ぎ
ず
、
實
行
に
は
移
さ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
追
善
と
し
て
の
血
字
経
を
意
圓
し
て
い
た
こ

と
は
間
違
い
な
く
、
ま
た
『
浬
繋
経
』
を
畢
げ
る
鮎
に
は
、
そ
の
出
典
が
同
経
の
聖
行
品
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　
　

『陳
書
』
始
興
王
叔
陵
傳

　
　
初
喪
之
日
、
偽
爲
哀
殿
、
自
稻
刺
血
爲
浬
繋
経
、
未
及
十
日
、
乃
令
庖
厨
撃
鮮
、
日
進
甘
膳
。

　
　
初
喪
の
日
、
億
り
て
哀
殿
を
爲
し
、
自
ら
血
を
刺
し
て
浬
藥
経
を
爲
す
と
稻
す
る
も
、
未
だ
十
日
に
及
ば
ず
し
て
、
乃
ち
庖
厨
を
し

　
　
て

鮮

を
撃
ち
、
日
び
に
甘
膳
を
進
め
し
む
。

　
こ
の
後
、
唐
代
に
な
る
と
、
『
奮
唐
書
』
章
綬
傳
、
元
徳
秀
傳
、
『
新
唐
書
』
萬
敬
儒
傳
、
及
び
『
金
剛
般
若
経
集
験
記
』
春
中
神
力
篇

に

引
く
郎
余
令
『
冥
報
拾
遺
』
の
瀧
西
李
度
観
條
、
河
内
司
馬
喬
卿
條
に
、
亡
父
母
の
喪
に
服
し
て
追
善
の
血
字
経
を
作
っ
た
事
跡
が
見

出
せ
る
（
。

　
こ
れ
ら
の
追
善
の
血
字
経
に
は
、
二
つ
の
思
想
的
文
脈
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
つ
に
は
、
通
常
の
書
爲
の
功
徳
の
上
に
、
出
血
に

よ
る
苦
行
と
捨
身
の
功
徳
を
上
積
み
す
る
こ
と
が
、
よ
り
手
厚
い
追
善
と
な
る
黙
で
あ
り
、
も
う
↓
つ
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
始
興
王
叔

陵
傳
に
「
哀
穀
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
子
と
し
て
哀
し
み
の
除
り
自
ら
を
婁
れ
さ
せ
る
と
い
う
傳
統
的
孝
の
観
念
が
背

景

と
な
っ
て
い
る
黙
で
あ
る
．
『
禮
記
』
曲
禮
上
に
居
喪
の
禮
・
殿
癖
形
れ
ず
（
居
喪
之
禮
・
殿
療
不
形
）
㌦
と
さ
れ
る
よ
う
に
・
服

喪
の
際
に
は
飲
食
を
控
え
身
艘
を
痩
せ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
「
哀
殿
」
、
「
殿
癖
」
に
よ
る
孝
心
の
表
出
は
、
一
般
的
に
は
次
の
例
の
如

く
、
盧
に
籠
も
り
絶
食
す
る
と
い
っ
た
行
動
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
身
酷
を
弱
ら
せ
、
損
な
う
こ
と
に
よ
り
、
父
母
を
亡
く
し
た
哀
し
み
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を
肉
艘
と
い
う
眼
に
見
え
る
形
で
表
現
す
る
の
で
あ
る
。

　
　

『
後
漢
書
』
章
彪
博

　
　
彪
孝
行
純

至
、
父
母
卒
、
哀
殿
三
年
、
不
出
盧
寝
。
服
寛
扁
癖
、
骨
立
異
形
、
瞥
療
敷
年
乃
起
。

　
　
彪
は

孝
行
純

至
、
父
母
卒
し
、
哀
殿
す
る
こ
と
三
年
、
盧
寝
を
出
で
ず
。
服
寛
り
て
歳
瘡
し
、
骨
立
異
形
に
し
て
、
聲
療
す
る
こ
と

　
　
敷
年
に
し
て
乃
ち
起
つ
。

　
　

『
後
漢
書
』
申
屠
幡
博

　
　
九

歳
喪
父
、
哀
殴
過
禮
。
服
除
、
不
進
酒
肉
十
鹸
年
。
毎
忌
日
、
轍
三
日
不
食
。

　
　
九

歳
に

し
て
父
を
喪
ひ
、
哀
殴
禮
に
過
ぐ
。
服
除
き
、
酒
肉
を
進
め
ざ
る
こ
と
十
除
年
。
忌
日
毎
に
、
靴
ち
三
日
食
は
ず
。

　
申
屠
蝿
傳
に
「
過
禮
」
と
す
る
よ
う
に
、
禮
の
規
定
か
ら
逸
脱
す
る
ほ
ど
の
過
度
な
哀
悼
は
、
本
來
的
に
は
批
判
さ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
嚴
密
に
は
儒
教
的
規
範
か
ら
外
れ
つ
つ
も
、
一
般
に
は
孝
行
の
鑑
と
し
て
賛
美
さ
れ
る
風
潮
が
古
來
存
し
た
。
そ

し
て
こ
の
よ
う
な
「
哀
穀
」
、
「
殿
癖
」
の
博
統
に
よ
り
、
出
血
で
肉
酷
を
損
な
う
血
字
経
は
、
肉
艘
の
衰
弱
に
よ
る
哀
悼
の
表
現
と
合
流

し
て
、
服
喪
時
の
追
善
蔦
経
に
相
雁
し
い
行
爲
と
し
て
取
り
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
一
方
で
は
、
周
知
の
通
り

『
孝
経
』
開
宗
明
義
に
「
身
艘
髪
膚
は
、
之
を
父
母
に
受
く
。
敢
て
殿
傷
せ
ざ
る
は
、
孝
の
始
な
り
（
身
腔
髪
膚
、
受
之
父
母
。
不
敢
殴

傷
、
孝
之
始
也
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
身
艘
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
傳
統
的
孝
の
観
念
に
お
い
て
批
判
を
伴
う
。
し
か
し
佛
教
の
文
脈
で
は

苦
行
、
捨
身
と
い
う
高
い
債
値
を
與
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
佛
教
的
債
値
を
前
提
と
し
て
、
さ
ら
に
「
哀
穀
」
の
観
念
と
融
合
し

た
の
が
、
服
喪
時
の
血
字
経
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
を
儒
佛
の
封
照
で
言
う
と
、
一
般
的
な
亡
父
母
へ
の
孝
に
封
雁
す
る
の
が
通
常
の

墨
に

よ
る
追
善
爲
経
で
あ
り
、
「
哀
穀
」
と
い
う
孝
心
の
よ
り
強
い
表
現
方
法
に
封
雁
す
る
の
が
追
善
の
血
字
経
で
あ
っ
た
、
と
位
置
づ

201



け
ら
れ
る
。

　
上

文
で
列
撃

し
た
唐
代
の
事
例
の
中
で
、
『
金
剛
般
若
経
集
験
記
』
巻
中
の
河
内
司
馬
喬
卿
の
條
「
母
の
憂
に
丁
り
、
喪
に
居
り
て
殿

癖
し
、
心
上
の
血
を
刺
し
て
、
金
剛
般
若
経
一
春
を
爲
す
」
に
は
、
「
心
血
」
と
「
殴
癖
」
の
二
つ
の
要
素
が
と
も
に
見
て
と
れ
、
二
種

類
の

傳
統
思
想
と
の
融
合
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
胸
の
血
で
書
く
こ
と
で
亡
母
を
偲
ぶ
眞
心
を
経
巻
に
込
め
、
血
を
流
し
て
一
層
身
魑

を
婁
れ
さ
せ
る
こ
と
で
哀
し
み
の
深
さ
を
表
現
す
る
こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
追
善
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

結
語

　
本
稿
で
は
血
字
経
に
關
す
る
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
ま
ず
出
典
の
補
足
を
行
い
、
從
來
影
響
力
大
と
さ
れ
て
き
た
『
梵
網
経
』
の
み

な
ら
ず
、
血
字
経
を
本
生
請
と
し
て
説
く
『
賢
愚
経
』
、
『
大
智
度
論
』
等
の
経
論
が
大
き
な
影
響
を
與
え
て
い
た
こ
と
を
論
讃
し
た
。
そ

し
て
、
本
生
謂
の
模
倣
が
有
す
る
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
出
典
の
重
要
性
の
判
断
基
準
に
關
す
る
問
題
提
起
を
も
行
っ
た
。
つ
ま
り
、
血

字
経
の

實
践
は
、
菩
薩
戒
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
る
と
い
う
受
け
身
の
態
度
だ
け
で
な
く
、
理
想
的
聖
者
へ
近
づ
き
た
い
と
い
う
積
極
的
な

意
志
に
基
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
績
け
て
中
國
博
統
思
想
の
角
度
か
ら
、
特
に
「
心
血
」
と
「
哀
殿
」
に
着
目
し
、
「
心
」
が

誠
意
や
忠
心
を
象
徴
し
、
そ
の
た
め
血
字
経
書
爲
に
際
し
て
特
に
「
心
血
」
が
選
ば
れ
た
こ
と
、
服
喪
時
の
追
善
と
し
て
の
血
字
経
作
成

が
、
肉
髄
を
衰
弱
さ
せ
て
哀
悼
の
念
を
表
す
「
哀
殴
」
、
「
殿
癖
」
の
傳
統
と
の
融
合
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
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注
（
1
）
『
日
本
中
國
學
會
　
第
一
回
若
手
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
　
中
國
學
の
新
局
面
』
、
二
〇
一
二
、
一
〇
七
ー
一
二
一
頁
。

（
2
）
『
「
慧
思
大
師
與
南
嶽
佛
教
」
學
術
検
討
會
論
文
集
』
、
南
嶽
佛
教
協
會
磨
鏡
毫
文
庫
、
湖
南
省
衡
山
、
二
〇
一
一
年
八
月
一
六
日
、

　
　
　
二
〇
七
－
二
一
六
頁
。

（
3
）
中
國
、
日
本
の
血
字
経
の
作
例
は
、
管
見
の
限
り
以
下
の
も
の
を
畢
げ
ら
れ
る
。
唐
天
祐
三
年
（
九
〇
六
）
紀
年
の
『
金
剛
般
若

　
　
　
波
羅
蜜
経
』
鳴
本
で
あ
る
S
五
四
五
一
、
S
五
六
六
九
、
P
二
八
七
六
、
及
び
「
相
傳
由
高
僧
刺
血
爲
成
的
血
経
」
（
白
化
文
『
漢

　
　
　
化
佛
教
與
佛
寺
』
、
北
京
出
版
集
團
公
司
・
北
京
出
版
社
、
二
〇
一
一
、
一
九
七
頁
）
、
圓
照
寺
門
跡
の
大
通
文
智
尼
（
後
水
尾
天

　
　
　
皇
第
一
皇
女
）
の
血
経
、
手
皮
経
（
『
尼
門
跡
寺
院
の
世
界
』
、
東
京
藝
大
美
術
館
で
の
展
覧
會
圖
録
、
二
〇
〇
九
、
九
九
頁
）
。

（
4
）
『
書
論
』
第
十
號
、
　
一
九
七
七
、
　
一
八
六
i
一
九
五
、
二
二
七
頁
。
な
お
、
前
註
に
畢
げ
た
S
五
四
五
一
、
S
五
六
六
九
、
P
二

　
　
　
八

七

六

の
血
字

『
金
剛
般
若

経
』
に
つ
い
て
は
、
こ
の
論
文
及
び
同
氏
の
「
刻
経
と
鴬
経
ー
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
を
中
心
と
し

　
　
　
て
」
（
野
上
俊
静
編
『
大
谷
大
學
所
藏
　
敦
燈
古
爲
経
』
、
大
谷
大
學
東
洋
學
研
究
室
、
　
一
九
六
五
、
三
五
ー
四
六
頁
）
、
池
田
温

　
　
　
編

『
中
國
古
代
篶
本
識
語
集
録
』
（
大
藏
出
版
、
一
九
九
〇
）
の
解
説
＝
i
一
二
頁
、
識
語
四
四
九
ー
四
五
三
頁
参
照
。

（
5
）
『
中
國
南
朝
佛
教
史
の
研
究
』
法
藏
館
、
一
九
九
七
、
三
五
七
ー
三
六
一
頁
、
初
出
は
『
愛
知
學
院
大
學
人
間
文
化
研
究
所
報
』

　
　
　
第
十
六
號
、
　
一
九
九
〇
。

（
6
）
き
ミ
ミ
ミ
清
ミ
ミ
9
、
§
ミ
合
§
ミ
§
ミ
き
§
～
乏
㎏
ミ
S
礼
ω
N
礼
o
o
ρ
廿
マ
三
－
一
担
。

（
7
）
『
東
方
學
報
』
京
都
第
七
四
冊
、
二
〇
〇
二
、
三
五
八
ー
三
一
一
頁
。
特
に
血
爲
経
に
つ
い
て
は
三
四
四
頁
参
照
。

（
8
）
各
論
文
が
畢
げ
る
出
典
は
次
の
通
り
。
（
平
野
）
『
梵
網
経
』
巷
下
（
傳
承
に
從
い
鳩
摩
羅
什
課
と
す
る
）
、
『
大
智
度
論
』
巻
十
六
、
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（9
）

（1
0
）

1211（1
3
）

（1
4
）

『
浬
梁
経
』
巻
十
四
。
（
諏
訪
）
『
梵
網
経
』
巻
下
、
『
大
智
度
論
』
春
十
六
。
（
キ
ー
シ
ュ
ニ
ッ
ク
）
『
華
嚴
経
』
巻
四
十
、
『
梵
網

経
』
巷
下
、
『
大
智
度
論
』
春
十
六
、
『
賢
愚
経
』
巻
一
、
『
菩
薩
本
行
経
』
巻
下
、
さ
ら
に
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
五
（
大
正
五
↓
、

｝
〇
二
〇
中
）
を
補
足
。
（
船
山
）
『
華
嚴
経
』
巻
四
十
以
外
全
て
。

「
若
佛

子
、
常
雁
↓
心
受
持
讃
論
大
乗
経
律
、
剥
皮
爲
紙
、
刺
血
爲
墨
、
以
髄
爲
水
、
析
骨
爲
筆
、
書
爲
佛
戒
。
木
皮
穀
紙
、
絹

素
竹
吊
、
亦
雁
悉
書
持
。
常
以
七
實
無
債
香
花
一
切
雑
實
爲
箱
嚢
、
盛
経
律
巻
。
若
不
如
法
供
養
者
、
犯
輕
垢
罪
」
。

「
又
復
世
尊
、
過
去
無
量
阿
僧
舐
劫
、
爾
時
波
羅
捺
國
、
有
五
百
仙
士
。
時
仙
人
師
、
名
欝
多
羅
。
…
…
有
婆
羅
門
、
來
雁
之
言
、

吾
有
正
法
、
誰
欲
聞
者
、
我
當
爲
説
。
時
仙
人
師
、
合
掌
白
言
、
唯
願
衿
懸
、
垂
哀
爲
説
。
婆
羅
門
言
、
學
法
事
難
、
久
苦
乃
獲
。

汝
今
云
何
直
爾
欲
聞
、
於
理
不
可
。
汝
若
至
誠
欲
得
法
者
、
當
随
我
教
。
仙
人
白
言
、
大
師
所
勅
、
不
敢
違
逆
。
尋
即
語
日
、
汝

今
若
能
剥
皮
作
紙
、
析
骨
爲
筆
、
血
用
和
墨
、
爲
吾
法
者
、
乃
與
汝
説
。
是
時
欝
多
羅
聞
此
語
巳
、
歓
喜
踊
躍
、
敬
如
來
教
。
即

剥
身
皮
、
析
取
身
骨
、
以
血
和
墨
、
仰
白
之
日
、
今
正
是
時
、
唯
願
速
説
」
。

「
優
多
梨
仙
人
時
、
爲
一
偏
故
、
剥
身
皮
爲
紙
、
折
骨
爲
筆
、
血
用
和
墨
」
。

「
復
次
、
善
男
子
。
言
常
随
佛
學
者
、
如
此
娑
婆
世
界
毘
盧
遮
那
如
來
、
從
初
護
心
、
精
進
不
退
、
以
不
可
説
不
可
説
身
命
而
爲

布
施
、
剥
皮
爲
紙
、
折
骨
爲
筆
、
刺
血
爲
墨
、
書
篤
経
典
、
積
如
須
彌
、
爲
重
法
故
、
不
惜
身
命
」
。

「
復

次
、
如
愛
法
梵
志
、
十
二
歳
遍
閻
浮
提
、
求
知
聖
法
、
而
不
能
得
。
有
一
婆
羅
門
言
、
我
有
聖
法
一
偶
、
若
實
愛
法
、
當
以

與
汝
。
答
言
、
實
愛
法
。
婆
羅
門
言
、
若
實
愛
法
、
當
以
汝
皮
爲
紙
、
以
身
骨
爲
筆
、
以
血
書
之
、
當
以
與
汝
。
即
如
其
言
、
破

骨
剥
皮
、
以
血
篶
偏
」
。

「
如
鐸
迦
文
佛
、
本
爲
菩
薩
時
、
名
日
樂
法
。
時
世
無
佛
、
不
聞
善
語
、
四
方
求
法
、
精
勤
不
解
、
了
不
能
得
。
爾
時
、
魔
攣
作
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婆
羅
門
、
而
語
之
言
、
我
有
佛
所
説
一
偏
、
汝
能
以
皮
爲
紙
、
以
骨
爲
筆
、
以
血
爲
墨
、
書
爲
此
偏
、
當
以
與
汝
。
樂
法
即
時
自

　
　

念
、
我
世
世
喪
身
無
敷
、
不
得
是
利
。
即
自
剥
皮
、
曝
之
令
乾
、
欲
書
其
偶
、
魔
便
滅
身
」
。

（
1
5
）
「
如
一
本
生
経
中
説
、
菩
薩
智
慧
於
無
量
阿
僧
祇
劫
已
來
合
集
衆
智
、
於
無
量
劫
中
無
苦
不
行
、
無
難
不
爲
。
爲
求
法
故
、
赴
火

　
　

投
巌
、
受
剥
皮
苦
、
出
骨
爲
筆
、
以
血
爲
墨
、
以
皮
爲
紙
、
書
受
経
法
」
。

（
1
6
）
「
善
男
子
、
乃
往
過
世
阿
僧
祇
劫
無
量
無
邊
不
可
思
議
、
爾
時
、
有
大
仙
人
、
名
日
最
勝
、
住
山
林
中
、
具
五
神
通
、
常
行
慈
心
。

　
　
　
…
・
爾
時
、
仙
人
至
諸
聚
落
封
邑
郡
縣
王
城
、
庭
慮
推
求
多
聞
、
了
不
能
得
説
法
之
師
。
時
魔
天
子
來
至
其
所
、
作
如
是
言
、
我

　
　

今
有
佛
所
説
一
掲
、
是
最
勝
仙
。
聞
佛
偏
名
、
即
語
之
言
、
爲
我
演
説
。
時
天
報
言
、
汝
今
若
能
剥
皮
爲
紙
、
以
血
爲
墨
、
折
骨

　
　

爲
筆
、
書
爲
此
偏
、
乃
當
相
與
佛
所
説
偏
。
善
男
子
、
時
最
勝
仙
作
是
念
言
、
…
…
我
今
當
以
此
不
堅
身
、
易
得
妙
法
。
歎
喜
踊

　
　

躍
、
我
得
大
利
、
聞
是
法
語
、
於
此
天
所
生
師
宗
想
。
即
以
利
刀
自
剥
身
皮
、
乾
以
爲
紙
、
復
刺
出
血
、
用
以
爲
墨
、
復
折
其
骨
、

　
　

削
以
爲
筆
・
、
合
掌
向
天
、
而
作
是
言
、
天
爲
我
説
佛
所
得
偶
、
如
先
所
勅
、
剥
皮
爲
紙
、
出
血
爲
墨
、
折
骨
爲
筆
、
我
悉
作
已
。

　
　

善
男
子
、
時
魔
天
子
見
最
勝
仙
恭
敬
爲
法
、
見
已
愁
悼
、
即
便
隠
去
」
。
な
お
、
先
行
す
る
異
課
の
西
晋
竺
法
護
謹
『
等
集
衆
徳

　
　

三

昧
経
』
春
中
（
大
正
一
二
、
九
七
九
上
）
に
も
封
雁
す
る
物
語
が
「
彰
恒
」
の
名
で
出
て
い
る
が
、
「
取
利
刀
自
割
其
身
、
日

　
　

中
自
契
」
と
い
う
よ
う
に
、
血
等
に
よ
る
爲
経
は
登
場
し
な
い
。

（
1
7
）
横
超
慧
日
『
浬
磐
経
』
（
平
樂
堂
書
店
、
一
九
八
一
）
一
六
七
頁
、
後
編
第
三
集
「
五
行
の
春
」
血
篶
の
條
参
照
。

（
1
8
）
ま
た
法
琳
『
辮
正
論
』
巻
三
の
簡
文
帝
の
條
に
も
「
刺
血
自
書
般
若
十
部
」
と
あ
る
（
大
正
五
二
、
五
〇
三
上
）
。

（
1
9
）
列
畢
し
た
出
典
の
う
ち
、
『
賢
愚
経
』
の
「
以
血
和
墨
」
と
い
う
表
現
は
血
を
墨
と
混
ぜ
る
こ
と
を
許
容
す
る
典
握
と
な
り
得
る
。

　
　

現
存
作
例
と
し
て
畢
げ
た
S
五
六
六
九
の
識
語
「
八
十
三
老
人
刺
左
手
中
指
出
血
、
以
香
墨
爲
此
金
経
」
、
P
二
八
七
六
の
識
語
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「
八
十
三
老
翁
刺
血
和
墨
、
手
爲
此
経
」
に
は
、
實
際
に
は
墨
に
血
を
少
量
混
ぜ
込
ん
で
書
い
た
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　

ま
た
キ
ー
シ
ュ
ニ
ッ
ク
論
文
注
↓
九
、
二
四
番
を
も
参
照
。

（
2
0
）
本
生
謂
に
つ
い
て
は
、
キ
ー
シ
ュ
ニ
ッ
ク
氏
は
本
文
中
で
は
論
じ
ず
に
、
注
稗
で
幾
つ
か
を
列
畢
す
る
に
と
ど
ま
る
。

（
2
1
）
『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
二
十
七
常
暗
品
「
爾
時
婆
羅
門
語
薩
陀
波
嵜
菩
薩
言
、
善
男
子
、
我
不
須
人
。
我
今
欲
祀
天
、
當
須

　
　

人

心
、
人
血
、
人
髄
。
汝
能
責
與
我
不
。
…
…
語
婆
羅
門
言
、
汝
所
須
者
、
我
蓋
與
汝
。
婆
羅
門
言
、
善
男
子
、
汝
須
何
債
。
答

　
　

言
、
随
汝
意
與
我
。
即
時
薩
陀
波
需
右
手
執
利
刀
、
刺
左
腎
出
血
、
割
右
脾
肉
、
復
欲
破
骨
出
髄
」
（
大
正
八
、
四
一
九
上
）
。

（
2
2
）
な
お
、
同
様
に
こ
の
本
生
謹
を
踏
ま
え
る
と
覧
し
き
表
現
が
、
次
の
敦
燈
鴬
本
の
識
語
中
に
見
え
る
。
S
二
八
三
八
『
維
摩
詰
経
』

　
　

巻
下

（高
昌
延
壽
十
四
年
、
六
三
七
の
紀
年
あ
り
）
「
蓋
聞
剥
皮
折
骨
、
記
大
士
之
半
言
、
喪
髄
損
躯
、
求
般
若
之
妙
旨
」
、
S
三

　
　

一
一
五

『
佛
説
無
量
壽
観
経
』
（
無
紀
年
）
「
蓋
骨
筆
傳
経
、
遠
求
甘
露
之
味
、
勇
皮
寓
偏
、
深
種
般
若
之
因
」
。

（
2
3
）
な
お
後
代
の
檜
圭
旦
資
料
と
し
て
、
『
中
國
石
窟
　
敦
燈
莫
高
窟
』
第
五
巻
附
篇
（
平
凡
社
、
一
九
八
二
）
敦
煙
莫
高
窟
内
容
偲
録

　
　

二
一
、
二
二
、
二
八
、
三
〇
、
三
一
頁
、
及
び
『
敦
煙
石
窟
全
集
　
本
生
因
縁
故
事
量
巻
』
（
香
港
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
〇
）

　
　

二

四
七
頁
に
よ
れ
ば
、
第
八
五
窟
（
晩
唐
）
、
第
九
八
窟
（
五
代
）
、
第
五
五
窟
（
北
宋
）
の
賢
愚
経
饗
に
欝
多
羅
本
生
の
圖
が
あ

　
　
る
。

（
2
4
）
『
奮
唐
書
』
章
綬
傳
「
少
有
至
性
、
喪
父
、
刺
血
篤
佛
経
」
、
元
徳
秀
博
「
母
亡
、
盧
於
墓
所
、
食
無
盤
酪
、
籍
無
菌
席
、
刺
血
書

　
　

像
爲
佛
経
」
、
『
新
唐
書
』
萬
敬
儒
傳
「
喪
親
盧
墓
、
刺
血
爲
浮
屠
書
」
、
『
金
剛
般
若
経
集
験
記
』
巻
中
神
力
篇
引
郎
余
令
『
冥
報

　
　

拾
遺
』
朧
西
李
度
観
條
「
丁
父
福
胤
憂
、
乃
刺
血
爲
金
剛
般
若
経
及
般
若
多
心
経
各
一
巷
、
随
願
往
生
経
二
巻
」
、
河
内
司
馬
喬

　
　

卿
條
「
丁
母
憂
、
居
喪
殴
癖
、
刺
心
上
血
、
爲
金
剛
般
若
経
一
春
」
。
な
お
、
以
上
の
俗
人
に
よ
る
追
善
爲
経
以
外
に
、
唐
か
ら
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（2
5
）

五
代
に

か

け
て
の
僧
侶
に
よ
る
血
字
経
の
例
と
し
て
は
、
『
宋
高
僧
傳
』
春
七
貞
辮
博
「
暇
則
刺
血
書
経
」
（
大
正
五
〇
、
七
四
七

上
）
、
巻
十
四
文
綱
侮
「
刺
血
書
経
、
向
六
百
巷
」
（
大
正
五
〇
、
七
九
二
上
）
、
巻
二
十
三
定
蘭
傳
「
刺
血
爲
経
」
（
大
正
五
〇
、

八

五
六
中
）
、
春
二
十
五
鴻
楚
博
「
刺
血
鴬
法
華
経
一
部
、
至
今
永
嘉
人
謂
爲
僧
實
中
異
實
焉
」
（
大
正
五
〇
、
八
七
〇
中
）
、
春

二
十
六
増
忍
傳

「
初
忍
刺
血
鴬
経
、
偲
二
百
八
十
三
巻
」
（
大
正
五
〇
、
八
七
七
中
）
が
あ
る
。
血
に
よ
る
佛
書
製
作
の
例
と
し

て

は
、
貞
辮
傳
に
「
又
鍼
血
書
立
観
自
在
像
慈
氏
像
等
」
と
績
く
の
に
加
え
、
巻
二
十
三
道
舟
傳
に
も
「
刺
血
書
大
悲
千
手
眼
立

像
」
（
大
正
五
〇
、
八
五
九
上
）
と
あ
る
。
ま
た
『
績
高
僧
傳
』
春
二
十
三
静
藷
傳
（
大
正
五
〇
、
六
二
七
中
）
に
は
岩
壁
に
遺

偶
を
血
で
書
き
付
け
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
見
え
る
。

「
不

形
」
は
、
鄭
玄
注
に
「
形
謂
骨
見
」
と
あ
る
よ
う
に
、
骨
が
見
え
る
ほ
ど
に
は
痩
せ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
適
切
な
範
園
内
に

抑
え
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

【附
記
】

本
論
文

は
、
中
国
語
版
を
『
佛
學
研
究
』
第
二
十
一
期
二
〇
一
二
年
に
投
稿
濟
み
で
あ
り
、
そ
の
原
稿
を
も
と
に
修
正
し
、
第

四
節
を
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
三
年
度
科
學
研
究
費
補
助
金
・
特
別
研
究
員
奨
働
費
「
南
朝
佛
教
地
域
性

研
究
ー
爲
本
の
作
成
、
流
布
、
受
容
の
考
察
を
通
し
て
ー
」
（
課
題
番
號
二
三
・
四
＝
八
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ

る
。
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